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SpecimensofMecopteracollectedandstudiedbylateChUjiTanakatopublishalist
ofMecopterafbundinToyamaprefbcmre（1979)havebeendepositedatToyamaScience
Museum，Theauthorgotachancetoexaminethesespeclmensandfbundsomeerroneouさ
detenninationsofthespeclmensinthelist、Arevisedcatalogueincludingadditionalma‐
terialscompiledafterTanakaispresented、Itconslstsof3families，3generaandl6spe‐
α“ノPα"oゆα〃'剛"”Sc/α"α,P.厳""ekα/α"/s,P.p〃e",P.〃CO"'Z"α,P､rake"o"cﾙ",R
ﾉ”o"iCa，R〃”O"e"”，P．〃jzo"“α，R6a6“P．/7"Wcα"”"α，Ra'αkavae．
Pα"omo昨Spa『α北xα，β/"αc"s／αkaoe"”，B・ノ"“"///",B、／αe'ﾉわ“，andanundescribed
speciesofgenusPα"oゆo火＆AmongthemtherecordsofP．〃"！"ぬscjα"aandR
/αke"o"cﾙ〃shouldberemarkedasthenorthemmosthabitatsofeachspecies，Therecord
ofP，rake"o"c〃/，atthesametlme，hasextendeditseastemmostrange．P，応""ekmα"/s
andP・加zo"mawhicharebelievedtohabitatonlyinmountalnareashavebeenrecorded
even廿omlowlandslessthanlOOminheightatTovamapre企cture・SimilarlyP．
αFakavaeandBノ"“〃"〃havebeenobservedatloweraltitudethaninotherprefecmres。
Keywords；Mecoptera,ChlﾘiTanaka,Toyamaprefecture
故田中忠次は富山県産の長迩目昆虫を収集調査して目録（1979）を作成しているが，
その一次資料となった標本は富山市科学文化センターに収蔵されている。筆者がこれ
を再検討した結果，田中の同定にはいくつかの問題点があることが明らかとなった。
田中の後に集積された知見も含めると富山県産長迩目としては3科3属16種を確認す
ることができた，即ち，Pα"oゅα〃'""加scjα"α’P.“"ekarα"町,P.p〃e",Rがcor""/α，
Rraに"o"cﾙ",Rノ”o"/cα,R〃”o"e"”,P.〃吃o"αrα,P,ba6aj,P.β"wcα"”"/α,R
”αkavae，Pα"oゅo火sp”α”xα，Bj"α“srakaoe"”，B，〃z“""/"，8．／aev"“ならびに
Pα"oゅo火s属のl未記載種である。中でも特筆すべきはP〃z""加sαα"αとP・
Iake"o"ch〃であり，ともに富山県における記録が分布北限となる。またP､rake"o"cﾙ庇
は分布東限記録をも更新している。R“"ekarα"isとP.〃/zo"α/αはともに山地性と
して知られる種であるにもかかわらず，富山県では標高100m未満の平野部からも採
集記録がある。RarakavaeとB・〃,as""〃も富山県では他県においてよりも生息地が
低標高にシフトする傾向が認められた。
キーワード；長迩目，田中忠次，富山県
?
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はじめに
日本産の長迩目研究は江戸時代に来日して植物学上
の業績を残したCarlThunbergがヤマトシリアゲを記
載したことに始まり，その後'9世紀後半のイギリス人
Robe戒MacLachlan，20世紀初頭に活躍した日本の三
宅恒方とスペインのLongineNavasに引継がれ，続い
て一色周知が日本産Pα"oゅα属のグルー プ分類を確立
した（Issiki，1933)。1970年代後半に至り，異迩類学
者であった宮本正一が長い沈黙を破って，埋もれてい
た新種の記載を矢継ぎ早におこなうとともにシノニム
の整理にも着手した。その成果は1989年にまとめられ，
3科4属42種と2亜種が日本産長迩目の有効なタクサ
とされた（宮本･阿部1989)。その後，1996年にHori
とMorimotoはユキシリアゲ科Boreidaeの1種を日本
から始めて記載したので現在では4科5属43種と2亜
種になっている。また，それ以外に多くの未記載種が
存在することを示唆する報告が散見されるが未記載の
まま放置されているのは遣I憾である。その責任の一端
は筆者にもある。
最近になって県単位での長迩目分布のレビューが相
次いで出版され，不明点の多かった日本産長迩目の分
布パターンが次第に明確になりつつある。富山県では
古く1979年に故田中忠次がまとめた報告（以下，『富
山県の昆虫｣）があり，しばしば長迩目研究者に引用
されてきた。しかしこの業績は宮本による日本産長遡
目の再検討が漸く着手された時期のものであったため，
現在の知識から見て不備な点も少なくない。
筆者は1998年から富山県の長迩目を調査する機会に
恵まれ，当初は田中の報告にある長迩目の採集地を地
図で捜し求めた。しかし，そのようにして観察された
結果は時として田中の記録とは矛盾しており，また特
に筆者自らは確認できていない種であるツマグロシリ
アゲPα"oゅαノew加が田中によって富山県から記録さ
れていたことに対して強い疑問をいだいた。そのよう
なときに，田中の遣した富山県産長迩目の標本（以下，
田中コレクション）が他の膨大な試料とともに富山市
科学文化センターにほぼ完全な形で収蔵されているこ
とが同センターの根来尚博士の厚意により判明し，筆
者はこれを詳細に調査する便宜を与えられた。
本研究では田中コレクションの再検討結果に併せて
根来博士ならびに筆者の採集品による知見を加味して，
富山県における長迩目相を解明することを目指した。
以下，富山県に分布することが確認された長迩目昆虫
について分類群ごとに配列して，調査した標本データ
と若干の解説を記した。さらに富山県産長迩目として
田中（1979）の作成した目録（『富山県の昆虫｣）から
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削除することが妥当と判断された分類単位については
各々その根拠を記述した。
IPanorpidae
Pα"o"α，IVE”α"oゅα，L”rOﾉﾌﾞα"oゅαの3属からなる。
東南アジア中心に分布するﾉV”pα"oゅαの一部とJava
島とその周辺部からしか知られていないL“/叩α"o"ﾌα
は赤道を超えるが，基本的には北半球の昆虫である‘
宮本と阿部（1989）のリストでは日本からPα"o"ﾌα
30種2亜種とjVeOpα"oゆα1種が記録されており，跳
にPα"oゅα属の未記載種が数種ある。また一色
(1933）の提唱したグルー プ分けのシステムは日本産
Pα"oゅα属の系統関係をよく反映していると思われ
本稿でもこのシステムを準用した。富山県にはl属5
グループの11種が分布する。
A、w”脚α〃jグループ
本州4種，四国1種，九州1種，奄美大島1種，台
湾1種と中国2種で計10種が知られる。一般に小型で
特徴に乏しくPanorpodidaeとの類似点も多いことから，
古い形態を留めた遣存的なグループと思われる。富山
県には2種が分布する。
ホソマダラシリアゲPα"oゅα〃'"""scjα"αMiyake
(図2-1）
迩斑などの特徴は次種ミヤケシリアゲと酷似してお
り，特に雌では判断の難しい場合がある。wormα〃I
グループに属する本州産の種としては他に関東南部・
長野県南部･奈良県から確認されているキアシシリア
ケPα"o"αwo'碗α〃jMacLachlan，滋賀県の比良山系
と京都府北部のみから知られているヒウラシリアゲ
Pα"oゆαルj",”Miyamotoがあるが（宮本，1993)，こ
れらの種は富山県には産しない。本種とミヤケシリア
ゲとの区別点は次種の解説中に述べることとする。
本種は本州のフォッサマグナ以西で平地から山地に
広く分布する。上市町での記録は本種の分布北限に当
たると考えられ，一方，分布東限としては長野県塩尻
市（岩崎，1995a）が報告されている。他府県では
lOOOmを超える山地にまで分布する場合が多いが富山
県で確認できた最高標高は極楽坂での560mにとどま
る。
上市町大岩，2早早，lO-V-l998（大貝）
上市町浅生，3早早，lO-V-l998（大貝）
立山町称名八郎坂，l早，4－V1-1961（田中）
大山町和田川，13，13－V-1973（水野）
大山町極楽坂，131早，31-V-1998（大貝）
富山県産長迩目昆虫
大山町極楽坂，131早，l6-V-l999（大貝）
大山町極楽坂，l早，4－V1-2000（大貝）
大山町本宮，l早，29-V-1999（大貝）
平村下梨，l早，30-V-1955（田中）
利賀村大牧一平村下梨一城端町細尾峠l早，29‐
31-V-1955（田中）
ミヤケシリアゲPα"oゆα碗"?ek“α耐slssiki（図2-2）
【新分布】
本種の分布は愛知･石川などを含む中部山岳地帯に
限られており，岩崎（l995a）によれば長野県では標
高1000m以上の高所に生息するとされている。迩斑に
は地域差が認められ，中央アルプスしらび平のものは
特異で一見して他の既知種から区別され得るのに対し，
富山.新潟｡石川など日本海側の個体では前種ホソマダ
ラシリアゲと酷似した迩斑を表わす。岩崎（l995a）
の指摘したように，亜前縁域（subcostalarea）全体が
着色するのが本種，無色部を有するのがホソマダラシ
リアゲという点でわずかに鑑別できるに過ぎない。雄
の同定は生殖節の特徴から容易である。ミヤケシリア
ゲの生殖節は黒色で下付器は付け根から細い両腕が分
岐して長く伸びるのに対し，ホソマダラシリアゲでは
黄褐色を呈し下付器には太い柄部が認められそこから
太短い両腕が分岐する。雌の場合は生殖節内骨格の形
状が異なるほか，亜生殖板（subgenitalplate）先端が
本種の方が深く切れ込む（宮本，1982)。しかし乾燥
標本では亜生殖板の特徴は分かりにくいことが多いた
め注意を要する。
本種は『富山県の昆虫』に収録されていない。しか
し，田中コレクションを再検討した結果，ホソマダラ
シリアゲと同定されていた標本の多くは本種であった
ことが判明した。前述のように，富山県産本種の迩斑
がホソマダラシリアゲと酷似することが誤同定の一因
だったと思われる。さらに次に述べるように富山では
本種が例外的に低標高地にまで分布していることも田
中の判断を誤らせた原因であったと思われる。
本種は一般に高地性のシリアゲとして知られており，
県外で標高1000m未満の地点で観察されたとする確実
な報告はない。ところが富山県内では各地の丘陵地か
ら本種が普通に記録されている。特に上市町眼目は標
高100m前後にすぎず，このような低地で本種が記録
されていたことは驚異である。本種の富山県での分布
域は，ホソマダラシリアゲのそれを包み込む形でより
広がりを見せており，結果として，従来は例外的と考
えられてきた両種の混棲現象（岩崎1989）が富山で
は必ずしも稀ではない。極楽坂では筆者自身が数メー
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トルの距離を置いて両種を同時に確認した経験を持つ
し，称名八郎坂や上市町でも同一エリアに共存してい
るものと思われる。
朝日町越道峠一北又，131早，3－VII-l977（田中）
宇奈月町僧ケ岳，l早，11－VⅡ-1943（田中）
宇奈月町僧ケ岳（1400-1600)，13，28－VII-l97T
（田中）
宇奈月町僧ケ岳（600～700m）lc32早早，8－V1
1974（田中）
宇奈月町大原台，13，3－V1-1949（田中）
宇奈月町南越谷一餓鬼出lcn28-VII-l971（田
中）
宇奈月町祖母谷一南越，l早，10-VⅡ-1991（根来）
上市町浅生川流域，13，17－V-1974（田中）
上市町眼目，l早，l9-V-l987（田中）
立山町旧道（美女平→）l早，8－VII-l973（田中）
立山町称名八郎坂，1ケ，30-V1-1963（田中）
大山町有峰大多和峠2早早，l2-VI-l983（田中）
大山町有峰折立，13，2－VⅡ-1989（田中）
大山町有峰折立，l早，29-VII-l984（田中）
大山町有峰lcalO-VII-l983（田中）
大山町祐延，l早，l7-VII-l977（田中）
大山町本宮，1ケl早，29-V-1999（大貝）
大山町有峰l早，31-V-1998(大貝)
大山町有峰冷谷，l早，l4-VII-l994（根来）
大山町有峰祐延，l早，l4-VII-l994（根来）
大山町極楽坂，lc7，l6-V-l999（大貝）
大山町極楽坂，l早，l7-VI-2000（大貝）
利賀村金剛寺谷近傍，13，16－V1-1985（田中）
利賀村水無平，l早，l9-VII-l988（根来）
平村猫池付近，1ケ，30-V1-1982（田中）
上平村桂，13，13－V1-1976（田中）
BpI，’e〃グルー プ
日本特産グループで4種が既知。wor腕α城グループ
との類似点が多いが大型で雄の生殖節下付器の両腕が
発達分化する。雄の腹部第7節が特化する種群もある。
富山県には2種が分布。
プライアシリアゲPα"oゆαp〃e'7MacLachlan（図2
3）
北海道｡本州･四国･九州･佐渡島から記録されており，
変異の多い種であるとされている。しかし本当にそう
言い切って良いのかどうか，疑問の多い種でもある。
例えば年二化と記述されることが多いが筆者が詳しく
調べた富山･兵庫･徳島の各県ではいずれも年一化であっ
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大山町極楽坂，l早，30-V-1998（大貝）
大山町極楽坂，l早，31-V-1998（大貝）
大山町極楽坂，131早，l6-V-l999（大貝）
大山町極楽坂，2早早，l7-VI-2000（大貝）
大山町本宮，l早，29-V-1999（大貝）
大山町本宮，l早，l9-VI-l999（大貝）
利賀村大牧一平村下梨一城端町細尾峠3c?(デ
2早早，29-31-V-1955（田中）
利賀村金剛寺谷近傍，l早，l6-VI-l985（田中）
利賀村水無平，13，19－VⅡ-1988（根来）
上平村桂，2早早，l3-VI-l976（田中）
た｡北海道と東北地方北部佐渡島,四国にはそれぞ
れ顕著に特化した集団が分布する。そして兵庫県西部
では明らかに異なる州二種''のプライアシリアゲが棲み
分けている（大貝，1997)。また栃木県からは無迩の
個体が記録されている（中村，2000)。このような状
況から，従来プライアシリアゲという名で一括されて
きたものは決して単一の種ではないことが確実となっ
てきている。その全容解明にはなお多くの知見が集積
されねばならない。種としての再検討を考える上では
原記載地の特定が必須であり，この点に関しては杉本
(1998）の論考が参考になる。
富山県では丘陵地から亜高山帯下部まで産地が点在
する。迩斑には多少とも変異が認められるものの均一
な集団であると思われていたが，それを否定するプリ
リミナリーなデータが最近になって得られた。低標高
地のものと高標高地のものとは種レベルで異なってい
る可能性が高い。しかし，なお慎重な検討を要する課
題であるため，本稿では従来通り単一種として扱って
おく。
朝日町大平，131早，24-V1-1981（田中）
宇奈月町愛本一中谷，l早，5－V1-1966（田中）
上市町大岩一釜池，l早，30-V-1965（田中）
上市町中ノ又，l早，lO-VI-l973（水野）
上市町大岩一中の又，3早早，4－V1-1974（田中）
上市町浅生川流域，l早，4－V1-1974（田中）
上市町大岩，2J32早早，lO-V-l998（大貝）
上市町浅生川上流，l早，29-V-1980（根来）
上市町浅生，131早，lO-V-l998（大貝）
立山町弥陀原，l早，9－VⅡ1-1986（田中）
大山町立山温泉付近，l早，28-VⅡ-1952（田中）
立山町称名桂谷出合付近,2早早，20-V-1961（田中）
立山町称名桂橋一人津谷出合，1早，20-V-196
（田中）
立山町称名人津谷一悪城，l早，20-V-1961（田中：
大山町和田川（500m)，l早，27-V-1977（田中）
大山町有峰l早，30-V1-1974（田中）
大山町有峰西谷，l早，6－VⅡ1-1977（田中）
大山町祐延，l早，28-VⅡ-1980（田中）
大山町有峰，l早，4－V1-1982（根来）
大山町有峰2早早，21-V1-1984（根来）
大山町有峰23c?'早，31-V-1998（大貝）
大山町有峰折立，13，l4-VI-l980（根来）
大山町有峰折立，l早，22-V1-1989（根来）
大山町有峰折立，l早，l4-VI-l990（根来）
大山町有峰祐延，l早，l4-VII-l994（根来）
大山町桧峠付近，2早早，23-V-1980（根来）
オオハサミシリアゲPα"oゆa6icor""raMacLachlan
(図2－4，5，6）
〃γe〃グルー プに属し，その中でハクサンシリアゲ
Pα"omaルα””"e"sjsMiyake等とともに雄の腹部7
節下端の両側が突出すること等の相違により前種とは
別の亜群に属する一員であると考えられる。本種の迩
斑にはいくつかのタイプがあり，迩斑発達型はハクサ
ンシリアゲのそれと酷似する場合がある。雄ではパラ
メアの形状，雌では生殖節の内骨格の形状から両種が
区別される（富樫1963）ものの熟練を要する。簡易
的には，縁紋帯が前縁の直後から急に細くなるのがハ
クサンシリアゲ，一定の太い部分を有するのが本種オ
オハサミシリアゲとみてほぼ間違いがない。かつて田
中（1971）はハクサンシリアゲも富山に分布すると報
告したが，後に田中自身が『富山県の昆虫』で本種の
誤同定であったと訂正している。
宮本（1965）は1400～2200mの地帯に本種が現れる
としており，富山県でも同様に亜高山帯を中心に採集
されている。そしてこのような生息条件を持つためか
県内では迩斑に著しい地域差が認められる。恵振山～
朝日岳のものが最も特異であり通端は強く塗りつぶさ
れ縁紋は短く切られる（図2-4)。同様のものは新潟県
側の蓮華温泉でも観察される。しかし本型は富山県内
では例外的であり，特にこのように短い縁紋帯をもつ
標本は県内の他産地から採集されていない。端紋に関
しては僧ヶ岳産の多くの個体と仙人平など剣岳方面の
個体が朝日岳産と同様に濃く塗りつぶされる（図2-5)。
立山のものは端紋は不完全または痕跡的となる一方で、
縁紋帯はよく発達する（図2-6)。さらに恵振山～朝日
岳以外の産地で3個体以上が検討できたケースでは例
外なく，端紋･縁紋帯のほかに複数の断片的な迩紋を
現わす個体が得られており，このような例ではハクサ
ンシリアゲとの識別が困難となる場合がある。
朝日町恵振山一朝日岳夕日原，133早，26-VⅡ‐
??
富山県産長迩目昆虫
1953（田中）
宇奈月町僧ケ岳，l早，ll-VII-l953（田中）
宇奈月町僧ケ岳'400-1600，3早早，8－VⅡ1-1974
(田中）
宇奈月町僧ケ岳'200-1600,1早，8－VⅡ1-1974（水野》
宇奈月町僧ケ岳'300-1400,1早，8－VIⅡ-1976（田中〉
宇奈月町僧ケ岳，231早，28-VII-l977（田中）
立山町立山たんぽ平一黒部平，2早早，1－VⅡ1-1974
(田中）
立山町仙人池一池の平，1ケl早，27-VII-l969（田中；
立山町仙人池一池の平,2早早，27-VIII-1969（田中》
立山町黒部平一ダム，l早，l3-VIⅡ-1974（田中）
立山町黒部平，l早，3－VIⅡ-2000（根来）
立山町タンボ平，l早，22-VⅡ-1986（根来）
立山町大日平，l早，30-VII-l961（田中）
立山町大日岳一大日平，l早，5－VIII-l965（田中）
立山町大日平一大日岳，l早，31-VⅡ-1974（田中）
立山町弥陀原（追分)，1ケ，20-VIII-l957（田中）
立山町弥陀原，2早早，9－VIII-l986（田中）
立山町弥陀原，lJl早，lO-VIⅡ-1986（田中）
立山町弥陀ケ原，1ケ，18-VⅡ1-1968（T・Segawa）
立山町弥陀ケ原，l早，8－VIII-l984（根来）
立山町弥陀ケ原，l早，6－VIⅡ-1985（根来）
立山町弥陀ケ原，l早，l5-VI-l994（根来）
立山町弥陀ケ原，3c7ケ7早早，26-Ⅵ1-1998（大貝）
立山町弥陀ケ原，43ケ，31-VⅡ-1999（大貝）
大山町薬師沢一高天原，I早，25-VⅡ-1974（水野）
大山町有峰祐延，l早，l4-VII-l994（根来）
八尾町小白木峰lc7，12-VⅡ-1985（根来）
C、／αke"o"Cﾙ〃グルー プ
顕著に特化した日本特産グループで，東北を除く本
州と四国・九州から4種l亜種が記録されている。雄
の腹部背板第3節末端が後方へ顕著に伸長し，ある種
のjVE”α"oゅαのものと相同の長突起となる。また雄
生殖節の下付器やパラメアも独特の形状を呈し，雌の
内骨格は肥大して著しく短い。従来グループ．名として
/e"c〃reraが用いられてきたが，より妥当と思われる
/αke"o"cﾙ〃を本稿では採用する。富山県での確実な記
録は1種のみ。
ホシシリアゲPα"o噸arake"o"c力〃Miyake（図2-7）
【新分布】
四国と本州西部に広く分布するが，本州では個体数
は多くない。現行の図鑑類では九州も本種の分布域に
含められているけれども，九州と広島の標本に基づき
9篭
Pα"oゅα戒cﾙoro"'αMiyamotoが記載（Miyamoto，
1977）されたことに伴い九州は本種の分布域から除外
された。中国地方での両種の分布状況には不明点が残
る。
富山県での記録がなかった本種は今回，極楽坂（赤
坂平560m）で初めて確認されたものである。本州中
部における従来の確実な記録は三重県御在所山(Miya‐
moto，1977)，石川県白山付近（Togashi，1994）など
に限られており，極楽坂は北限ならびに東限記録の大
幅な更新となる点でも注目される。
採集された個体は本種の雌としては著しく小型で，
前迩長は14mmを超えない。迩斑にも拡大融合や一部
縮小など他産地のものに例を見ない特徴が認められる。
その位置付けを明らかにするためには雄を含む追加記
録が待たれる。
大山町極楽坂，l早，23-VⅡ1-1998（大貝）
D・ノ〃o"/cαグルー プ
雄の腹部6～8節は円筒形で顕著に伸長し，生殖節
の把握器も細長い。これらの特徴はJava島のLepro‐
pα"oゅαとの類似性を思わせるが両群に直接の類縁関
係は証明されていない。雄生殖節の下付器は柄部が極
めて細く長く，分枝も細い。これと似た下付器を持つ
アメリカのPα"o,pαル,7”"αByersなどの種群と本
グループとの関係は明らかではない。雌生殖節の内骨
格はraAe"o"cﾙ〃グルー プのそれと似て，太く短い。
キメラのような特異なグループである。日本からはl皇
種（扱いに疑問の残るo6sc"『αと“s方""αe"”を含む〉
が記載されており，うち1種は中国にも分布するとさ
れる。富山県には以下の4種が分布する。
ヤマトシリアゲPα"oゆαノ“o"/caThunberg（図2-8,
9）
本種は北海道南部と本州･四国･九州の平地から山地
に広く分布し，付属島でも淡路島や小豆島で確認され
ている。さらに中国（Tien-tseun）にも分布するとの
報告があり（Chen，1957)，事実であれば本種は日本
特産種ではない唯一の日本産シリアゲということにな
る。春から出現する黒色の基本型（図2-8）と7月以
降に出現する黄褐色でやや小型（図2-9）の2型が存
在する。後者はかつて独立種Pα"o"α〃"gjMac
Lachlanとみなされていたが，遺伝子系統解析により
両者間に差のないことが確かめられた（Ogai，1999)。
寒冷地や高標高地では基本型のみが夏期に出現するこ
とから，基本型の産んだ卵が越冬を経ずに羽化すると
""91型になるものと考えられる。筆者は富山県の極
大貝秀雄
楽坂赤坂平で1999年9月4日と2000年7月16日にそれ
ぞれ同一ポイントで両型を採集したことがある。
〃"gj型（図2-9）は体色が特異であるうえ特徴的な
迩斑にも変異が少ないので同定は難しくない。それに
対し，基本型（図2-8）の迩斑には多様性があり，特
に近似種の分布圏となり得る山地で得られた標本の同
定には注意が必要である。雄では生殖節のパラメアが
交叉していなければ本種と判断しておおむね間違いな
いが，稀に本種でも交叉することがある（宮本，1982)。
雄腹部第7節端両側の小突起はパラメアよりも有用な
同定の指標となり（宮本，1979,1982)，これが認め
られれば本種と確定できる。ただし，まれに7節端が
変形した個体もあり，未熟個体の乾燥標本では判定困
難な場合もある。青森産の標本では突起は極小であっ
た。
朝日町三峰13，18－V1-1987（田中）
朝日町棚山，l早，8－IX-l982（田中）
朝日町北又，lc7，5－IX-l977（田中）
朝日町越道峠，1早，25-VII-l953（田中）
入善町オイズル山，1早，22-VⅡ-1981（田中）
宇奈月町鐘釣，l早，5－VIⅡ-1951（田中）
宇奈月町黒薙，13，7－IX-l976（田中）
宇奈月町僧ケ岳（600-1200)，l早，28-VIII-l96：
（田中）
宇奈月町ケヤキ平上部lc?，9－VII-l991（根来）
宇奈月町祖母谷一南越，13，lO-VII-1991（根来）
宇奈月町弥陀蔵谷，13，11－V-1973（根来）
魚津市古鹿熊l早,21-VⅡ-1983(根来）
滑川市東福寺野，lc?，l2-VI-l984（根来）
上市町大岩一釜池，l早，30-V-1965（田中）
上市町大岩地区，1ケ，l3-VI-l986（田中）
上市町大岩，13，l2-IX-l979（根来）
上市町大岩，333，10－V-1998（大貝）
上市町大岩中の又，l早，22-V1-1983（根来）
上市町大沢，l早，l4-Vl-l985（根来）
立山町称名悪城付近，l早，9－IX-l961（田中）
立山町美女平，13，8－VⅡ-1973（田中）
立山町称名桂谷出合付近，lc7,20-V-1961（田中を
立山町黒谷，13，16－V-1985（根来）
大山町有峰13，7－VIII-l963（田中）
大山町極楽坂，2早早，30-V-1998（大貝）
大山町極楽坂，2c7Jl早，23-VIⅡ-1998（大貝）
大山町極楽坂，lc7,18-VⅡ-1999（大貝）
大山町極楽坂，l33早早，4－IX-l999（大貝）
大山町極楽坂，2早早，l7-VI-2000（大貝）
大山町極楽坂，13，2－VII-2000（大貝）
101~：
(根来）
大山町極楽坂，333，15－VⅡ-2000（大貝）
大山町極楽坂，lc74早早，27-VⅡ1-2000（大貝）
大山町本宮，lc7，29－V-1999（大貝）
大山町本宮，43c71早，l9-VI-l999（大貝）
大山町本宮，13，4－VⅡ-1999（大貝）
大沢野町猿倉用水沿い，lc7l早，25-V-1988（札
大沢野町猿倉山13，19－V-1982（根来）
富山市城山，13，24－VIII-l972（根来）
富山市城山131竿，6－V1-1978（根来）
富山市城山，l早，28-V-1980（根来）
富山市城山，1?，2－X-l980（根来）
富山市城山，l早，lO-VI-1990（根来）
富山市城山，l早，2－IX-l992（根来）
富山市城山，l早，l6-IX-l992（根来）
富山市呉羽山，lJ2早早，l5-IX-l993（根来）
婦中町吉谷，l早，lO-V-l979（田中）
婦中町千里，l早，28-V1-1976（田中）
八尾町深谷，l早，ll-VI-l972（田中）
八尾町夫婦山，233，lO-VII-l979（田中）
八尾町小井波，l早，l7-VI-l973（田中）
八尾町桐谷，l早，26-VIII-l983（根来）
高岡市二上山，13，8－X-l977（田中）
高岡市頭川，1早，lO-V-l989（根来）
利賀村，l早，27-V11-1951（田中）
利賀村，lc7，l2-VIⅡ-1976（田中）
利賀村岩ぶち，1ケ，11-VⅡ-1983（田中）
利賀村上百噸13，14－VⅡ-1988（根来）
城端町大滝山，13，2－VIII-l992（田中）
上平村桂，l早，l3-VI-l976（田中）
上平村桂，lc7，24－VⅡ-1976（田中）
上平村菅沼，l早，28-VIII-l974（田中）
氷見市日ケ峰，2早早，8－V1-1986（田中）
氷見市宮田乱橋池l早，8－VⅡ-1994（根来）
氷見市宮田乱橋池，13，21－X-l991（根来）
福光町太美山，l早，l9-V-l961（田中）
福光町才川七，131早，l9-VI-l992（田中）
マルバネシリアゲPα"o"α〃IPPo"e"sjsNavas（図2‐
10）
雌雄ともヤマトシリアゲに酷似する。迩斑の特徴は
ヤマトシリアゲに比べて安定している。縁紋帯の外側
中央から分枝して後縁に向かうⅧ外枝''を有するものが
一般的であるが個体によっては外枝を欠く。縁紋帯の
内側に不規則な暗色斑を発現する場合もある。雄では
腹部7節端両側の突起を欠くことと生殖節のパラメア
が交叉することでヤマトシリアゲから区別される。雌
富山県産長迩目昆虫
では決定的な鑑別ポイントはなく総合判定が必要とな
る。他に本種と紛らわしい種としてキバネシリアゲ
Pα"omaocﾙﾉ“α“ope""/sMiyakeとヒロオビシリアゲ
Pα"o'pα〃,”ke／Miyamotoが知られるが，これらは
富山県での確実な記録がない。
8月以降に出現する本種の個体は，ヤマトシリアゲ
のf〃"g/に対応するかのように，体が黄褐色で迩斑
も独特の傾向を示すものが多いと言われる（宮本，
1979）が筆者はそれに相当するものを見たことがない。
実は，筆者の手許には正にそれに相当する青森産の
標本がある。けれども，このものは遺伝子系統解析の
結果からマルバネシリアゲとは別種であることが強く
示唆されている（大貝，未発表)。おそらく，これは
正規の手続きなく日本のファウナから抹消扱いになっ
ているPα"OIF'αo6sc""αMiyakeであると判断される。
一方，マルバネシリアゲの典型的な個体の出現時期
は富山と周辺地域では7～8月の頃に限られるため，そ
れら個体に由来する第二化が出現することは考え難い。
富山県での本種の分布は限局される。唯一『富山
県の昆虫』で記録のあった「東砺波郡蓑谷」の標本
は田中コレクション中には現存せず評価不能である。
代わって田中コレクションから2例の本種標本が見出
された。それらは『富山県の昆虫』ではヤマトシリ
アゲとされていたものである。
宇奈月町南越谷一餓飢田，13，28－VⅡ-1971（田中）
宇奈月町祖母谷一餓鬼田（1200m)，lc7,28-V11‐
1967（田中）
ミスジシリアゲPα"oゅamzo"“αMiyake（図2-11）
本種は/叩o"jcaグルー プでは最も迩斑が発達した種
で，同定は容易。端紋・縁紋帯に加えてさらに内側に
顕著な帯状紋を有することからミスジ（"たo"“α）と
名付けられている。本州と九州に分布し，本州では青
森県から広島県まで産地が続く。中村（2000）は本州
では比較的稀であるとしているが，筆者の経↓験では決
してそんなことはなく日本海側の山地では夏期には
Pα"o'pα属の最優先種である場合も多い。それを裏付
けるように富山県でも各地から多数の標本が採集され
ており，その大部分は山地帯または低山地で得られた
ものである。しかし一例，氷見市では海岸近くの標高
数十メートルと推定される地点で本種が採集されてい
た。同様の低地に本種が分布することを示す記録は青
森県でも市田と中村（1991）により報告されているが，
さほど緯度の高くない氷見での記録は珍しい例と言え
よう。
朝日町北又一恵振山，l早，6－IX-l977（田中）
l()I
朝日町北又，13，5－IX-l977（田中）
宇奈月町南越谷一餓飢出，13，28-VII-l971（田中〉
宇奈月町祖母谷一南越．lc7，lO-VII-l991（根来）
宇奈月町僧ケ岳登山路。2331早，2－VIII-l948
(田中）
立山町ブナ平，l早，18-VⅡ1-1948（田中）
立山町ブナ平，131早，ll-VIⅡ-1949（田中）
立山町ブナ平，2c732早早，l2-VIⅡ-1949（田中）
立山町美女平，lcF2早早，23-VIⅡ-1994（根来）
大山町有峰，l早，l-IX-l962（田中）
大山町有峰l早，7－VIII-l963（田中）
大山町有峰13，16－VⅡ-1972（田中）
大山町有峰l早,27-VIⅡ-1977(田中）
大山町有峰l早,l9-IX-l998(大貝）
大山町有峰大多和峠，lc71早，28-VⅡ-1979（田中）
大山町立山カルデラ内温泉跡，l早，4－IX-l992（根
来）
大山町極楽坂，3早早，23-VⅡ1-1998（大貝）
大山町極楽坂，l早，4－IX-l999（大貝）
大山町極楽坂，2ケJ3早早，5－IX-l999（大貝）
大山町極楽坂，2ケc?，27-VⅡ1-2000（大貝）
大山町河内一三枚滝l鼎31-VIⅡ-1992(根来)
八尾町白木峰山頂付近，I早・28-VIII-l979（根来）
利賀村水無平，lc7，l9-VII-l988（根来）
城端町大滝山，131早，2－VIII-l992（田中）
氷見市宮田乱橋池，l早，8－V11-1994（根来）
ババツマグロシリアゲPα"oゅa6a6α／Miyamoto（図
2-12）【新分布】
白馬岳への新潟県からの登山口である蓮華温泉で馬
場が発見し宮本により記載された（Miyamoto，1979)。
その後は同じく新潟南部の火打山と三国峠ならびに
長野県北部の小谷村（以上，田畑，1996）と戸隠山
(岩崎1982A）から報告されているのみで極めて局
地的な分布を示す種である。これらの産地と非常に近
い富山県では，しかし「富山県の昆虫』において本種
と近縁な別種ツマグロシリアゲPα"oやα／ew/鋲
MacLachlanが分布すると報告されていた。それが事
実であれば，ごく近縁な2種が尾根ひとつのみを隔て
て棲み分けていることになり，興味深いことであった
のだが。
ツマグロシリアゲとババツマグロシリアゲは/〃o"‐
jcaグループの中にあっては縁紋帯を欠く点で特異で
ある。ツマグロシリアゲは縁紋付近に黒褐色の小紋を
有するのに対しババツマグロシリアゲではその小紋さ
え欠いており，両種の肉眼的な識別点として便利であ
大貝秀鮒
る。ツマグロシリアゲの産地として『富山県の昆虫』
には2ヶ所が挙げられている。黒部峡谷の恵振山一前
朝日と宇奈月町の僧ケ岳である。幸いなことに田中コ
レクションには，まさにこれら2ヶ所で採集された標
本が保存されていた。そして結果として田中が採集し
たすべての個体は異論なくババツマグロシリアゲと同
定され，真のツマグロシリアゲは田中コレクションか
ら一例も見出されなかった。ただ『富山県の昆虫』が
編集されていた当時にババツマグロシリアゲはまだ記
載されていなかったはずなので，田中の扱いに非難さ
れるべき点はない。
富山県での記録が本種でありツマグロシリアゲは誤
りであったことが判明したことにより，従来は矛盾を
内包するように感じられていた両種の分布状況はかな
り明確になってきた。ババツマグロシリアゲは新潟・
長野･富山の3県の県境付近の山岳部に限局して分布
する。それに対しツマグロシリアゲは前者の分布域の
東側から南側にかけてやや広く，栃木･群馬・埼玉・
長野・岐阜にわたる地域から記録されている（図1）。
岩崎（l982a）は北アルプスの中南部をツマグロシリ
アゲの産地に数えているが，具体的なデータは公表さ
れていない。北アルプス北端部はババツマグロシリア
ゲの分布域である。ツマグロシリアゲが飛騨山脈のど
こまで進出しているのか，あるいは両種が共存する地
域があるのか，興味は尽きない。
朝日町恵振山一前朝日，l早，26-VII-l953（田中）
宇奈月町僧ケ岳（約1800)，13，29－VIⅡ-1964（田中）
宇奈月町僧ケ岳，1ケ，5－VⅡ1-1980（田中）
鉢......I?
グー
ﾉとク
図1ツマグロシリアゲ（●）およびババツマグロシリア
ゲ（◎）の分布
プロットは岩崎（l982a)，牧林（1991)，牧林（1998)，
Miyake（1913)，Miyamoto（1979)，中村（2000)，鈴木・
安藤（1987)，田畑（1996)，内田（1996）ならびに筆者の
未発表デー タ（l早長野県駒ケ根市しらび平l3-VIⅡ-1997,
3ざ'J2早早岐阜県小坂村濁河温泉30-V11-2000）に基づく。
破線の区画は北アルプスを概念的に示す。
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Ecor"igerαグループ
日本には固有の4種l亜種が分布し，大陸と台湾から
も数種が記載されている。本グループの迩脈と雄の腹
部形状などは他の日本産Pα"oゅα属の各種とは大きく
異なる。前迩の亜前縁脈（Sc）がCO,"埴eraグルー プ
では縁紋付近にまで伸びるのに対し，他のグループで
は縁紋のはるか前方で前縁脈に融合する。cor"Igc,α
グループ雄の腹部第7節と8節は基部が細く，背側に曲
がりながら末端に向かって太くなった牛角状を呈する。
しかしながらこれらの特徴はPα"oゅα属全体ではむし
ろ一般的な特徴とみなすべきものなのである。逆に日
本特産のp〃e”グルー プと/α舵"o"cﾙ〃グルー プや日
本を含む極東の限られた地域にのみ分布する/“o"jca
グルー プ･wor版α〃jグルー プなど上記の特徴を欠くも
のの方が世界的には特殊である。このように世界の主
流派の中にあってcor"jge'αグルー プは雄の腹部第6
節の背面末端付近に1本の小突起を持つことで特徴づ
けられる。同様の小突起をもつ種は北アメリカにも多
いが，それらとの類縁関係は明らかではない。富山県
には2種が分布する。
キシタトゲシリアゲPα"oゅαル‘Wcα"”"αMiyake
(図2-13）
本種は原色昆虫大図鑑（宮本，1965）ではキリシマ
シリアゲPα"oやαA”s""αe"”Issiki（本種のシノニ
ムのひとつ）として紹介されているものに当たる。本
州･四国･九州のほぼ全域に産地が点在しており，地方
差が認められると言われるが（宮本正一，私信)，本
稿では単一のタクサとして扱う。同グループの他種と
は雌雄とも腹部第7節以降が黄褐色になる点で明瞭に
区別される。ヤマトシリアゲやホソマダラシリアゲと
ともに丘陵地や山地帯を主な生息域とする。本種はま
たヤマトシリアゲなどとともに春，最も早く出現する
シリアゲであり，西日本の低地では4月下旬から活動
を開始する。富山県でも5月8日の記録があるので年
によっては4月から羽化している可能性もある。
上市町大岩一中の又，l早，4－V1-1974（田中）
上市町大岩一中の又，2c7，22－V-1975（田中）
上市町下浅生一中の又，lc?’早，22-V-1975（田中子
上市町大岩，43J2早早，lO-V-l998（大貝）
上市町浅生，2331早，lO-V-l998（大貝）
上市町馬場島，l早，l5-VI-l986（田中）
立山町称名藤橋，l早，28-V-1961（田中）
大山町有峰13，30－V1-1974（田中）
大山町極楽坂，5J38早早，8－V-1999（大貝）
大山町極楽坂，233，16－V-1999（大貝）
富山県産長迩目昆虫
大山町極楽坂，13，4－V1-2000（大貝）
大山町極楽坂，2Jc7l早，l7-VI-2000（大貝）
大山町本宮，13，29－V-1999（大貝）
大山町桧峠付近，13，23－V-1980（根来）
利賀村上百噸l早，l9-V-l988（根来）
利賀村大牧一平村下梨一城端町細尾峠，1ケ2早
早，29-31-V-1955（田中）
福光町医王山，l早，24-V-1985（田中）
?????????????? ?????
有峰大多和峠l早，l2-VI-l983（田中）
有峰大多和峠，l早，27-V11-1987（田中）
有峰l早,30-V1-1974(田中)
有峰l早,21-V1-1984（根来）
有峰6c訂ざ'l2早早，31-V-1998（大貝）
有峰折立，13，3－V1-1983（根来）
祐延，13，l9-VI-l986（根来）
白木峰，2早早，26-V1-1977（田中）
水無平（1400m)，l早，l5-VI-l988（根来言
シバカワトゲシリアゲPα"oゅαα'αkavaeMiyake
(図2-14,15）
雌雄とも腹部全体が黒色を呈することで前種とは容
易に区別できる。迩斑はハクサンシリアゲに似て細い
縁紋帯に加えて多くの断片的な斑紋をもつもの（図2
14）から前種と同様に縁紋帯のみのもの（図2-15）ま
で多様。原記載（Miyake，1913）に用いられた標本
の採集地はSohon-Toge，Shmano（?）と疑問符つきに
なっており特定は困難であるが，迩斑の発達したタイ
プのものであった。一方，縁紋帯を残して迩斑の退縮
したものは栃木県日光市産標本に基づきPα"o加α
"αv“jlssikiと命名された（Issiki，1929)。この混乱
は1985年に宮本が整理するまで続き，このとき同時に，
従来〃αv“/と一括されてきたもののうち東北地方産
のものは生殖器の構造の相違からPα"oゅα〃'り'αﾙe花//α
Miyamotoとして新種記載された（Miyamoto，1985)。
『富山県の昆虫』ではα'雲akavaeと"αy“/が別個に
記録されている。しかしα"αAavaeと近似の〃'"αke/e//α
は富山県には分布しておらず，『富山県の昆虫」で
"αv“/とされたものはα"αkayaeに統合される。
一般に亜高山帯に分布する種と考えられているが，
称名滝や美女平のようにさほど標高が高くない産地も
富山県では知られる。
朝日町恵振山一朝日岳夕日原，l早，26-VII-l953
（田中）
宇奈月町僧ケ岳，13，ll-VII-l943（田中）
宇奈月町僧ケ岳，13，ll-VII-l953（田中）
立山町大日平一大日岳，2早，31-VⅡ-1974（田中）
立山町弥陀原，l早，19-VⅡ1-1956（田中）
立山町称名八郎坂，1ケ，4－V1-1961（田中）
立山町称名滝付近，l早，25-V1-1961（田中）
立山町称名八郎坂，lc?，1－VⅡ-1984（田中）
立山町黒部平，l早，3－VII-2000（根来）
立山町弘法一上ノ小平，l早，l8-VI-2000（大貝）
立山町美女平，l早，30-V-1985（根来）
立山町美女平，l早，28-V-1991（根来）
立山町仙人池一池の平，13，27－V11-1969（田中）
ⅡPanorpodidae
シリアゲモドキ科はシリアゲ科と似るが，腹部第？
節の背板と腹板が癒合しないことなどにより区別され
る。2属からなり，Pα"oゅo火sは日本特産の既知種
3（他に本稿に記すものをはじめとして多数の未記載
種あり）と朝鮮半島特産の1種からなる。北アメリカ
に5種が分布する別属β'αcﾉりやα"･ゅαでは全種の雌が
著しい短迩となり，前後通ともに痕跡的になる種も報
告されている（Byers，1976)。富山県にはPα"oゆo火s
の1種と1未記載種が分布する。
スカシシリアゲモドキPα"o"o火sparadbxaMac‐
Lachlan（図2-16,17）
本種の分布は本州・四国･九州ならびに小豆島（大
貝，未発表）と広く，いずれの産地でも数は少なくな
い。雄は全身黄褐色で通は無斑または縁紋部のみ濃色
である。雌には著しい多型が認められ，無斑のもの
(基本型)，通の末端部のみ暗色のもの（f〃jca/js)，
縁紋部のみ濃色のもの（fs"g"'α"cα)，プライアシリ
アゲやホシシリアゲとも類似した多様な濃色の迩斑が
発達するもの（f火CO,"α）といった型が知られてい
る（宮本，1979)。元々これらはすべて独立種として
記載されたものであり，他にも多くのシノニムが存在
する。一般にf昨CO,"αは体色も黒化するが，徳島
県剣山や滋賀県比良山の雌では迩斑が発達した個体で
も体が暗色になる例はなかった。一方，まれに
火cor"α型の迩斑を持つ雄が採集されることもある。
富山県では低地から高地まで多くの産地があり，雌
の迩斑についても“jca"s以外の多様な型が観察され
ている。図2-16と2－17に示したものはともにf
昨CO,"αで，特徴の顕著な2例である。
朝日町朝日岳，l早，27-V11-1953（田中）
朝日町朝日岳，’ず'’28-VIII-l953（田中）
宇奈月町鐘釣，l早，24-V1-1974（田中）
宇奈月町僧岳登山路（600-700m)，1ケl早，6－VI‐
1965（田中）
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大貝秀雄
宇奈月町僧岳登山路（600-800m)，13，6－V1-1965
(田中）
宇奈月町僧ケ岳（1000m)，13，25－V-1983（根来）
宇奈月町弥太蔵谷，23c?，ll-V-l973（根来）
宇奈月町ケヤキ平上部，l早，9－VII-l991（根来）
宇奈月町祖母谷一南越，l早，lO-VII-l991（根来）
魚津市片貝谷南谷，l早，11-V1-1978（田中）
魚津市片貝南又谷，l早，lO-VI-l986（田中）
上市町馬場島，l早，l5-VI-l986（田中）
上市町浅生川上流，l早，29-V-1980（根来）
立山町美松，l早，25-VII-l973（田中）
立山町称名滝付近，l早，25-V1-1961（田中）
立山町称名悪城付近，l早，20-V-1961（田中）
立山町称名第二発電所付近，l早，20-V-1961（田中）
立山町称名，l早，l-VII-l984（田中）
立山町弥陀原，l早，2－VIII-1962（田中）
立山町弥陀原（追分)，lc?，21-VⅡ-1972（水野）
立山町弥陀原，2c73，9－VⅡ1-1986（田中）
立山町弥陀原，1ケ，10-VⅡ1-1986（田中）
立山町立山東一の越，13，4－IX-l996（根来）
立山町立山室堂平，1J，3－VⅡ1-2000（根来）
立山町立山黒部平，l早，3－VⅡ-2000（根来）
立山町立山黒部平，2早早，3－VⅡ1-2000（根来）
立山町立山弥陀ケ原，l早，26-VⅡ-1988（根来）
立山町立山弥陀ケ原，lJ5早早，26-VII-l998（大貝》
立山町立山町美女平，l早，30-V-1985（根来）
立山町立山美女平，13，12－V1-1988（根来）
立山町立山旧道（美女平)，l早，8－VII-l973（田中）
立山町仙人池一池の平，l早，27-V11-1969（田中）
立山町針の木谷，l早，30-VII-1974（水野）
大山町北アルプス高天原，l早，25-VII-1974（水野）
大山町北アルプス薬師沢一高天原，1ケ，25-VII-
l974（水野）
大山町北アルプス薬師沢，1早，24-VII-l974（水野：
大山町極楽坂，131早，31-V-1998（大貝）
大山町極楽坂，2早早，l6-V-l999（大貝）
大山町極楽坂，l早，4－V1-2000（大貝）
大山町極楽坂，l早，l7-VI-2000（大貝）
大山町本宮，3c?31l早早，29-V-1999（大貝）
大山町有峰l早，25-V1-1981（根来）
大山町有峰lJ2早早､21-V1-1984(根来）
大山町有峰l早，7－V1-1991（根来）
大山町有峰東谷，131早，21-V1-1985（根来）
大山町有峰祐延，2331早，14-VⅡ-1994（根来）
大山町有峰8JJ6早早，31-V-1998（大貝）
大山町桧峠付近，l早，23-V-1980（根来）
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利賀村
利賀村
福光町
水無平，lc?，l9-VII-l988（根来）
大牧一平村下梨，2早早，29-V-1955（田中
医王山2早早，24-V-1985（田中）
未記載種Pα"oゆo火s”．（図2-18）【新分布】
前種スカシシリアゲモドキと酷似するが雌は腹端に
達するか達しない程度に趣が短小化して飛期能力を欠
く（岩崎l982b，岩崎1987)。顔面の形状や雄の生
殖節の構造ならびに触角の長さなどにも違いが認めら
れる（市田，1990)。これらの特徴と併せて前種との
棲み分けが観察されることから雌短迩型のⅧ種Ⅷにはタ
カネシリアゲモドキとの和名が与えられているが（岩
崎，1994）正式な記載はなされていない。雌が短迩と
なる特徴は北アメリカに分布するB'αcﾉりり,α"omαとの
関連を想わせる。しかし，遺伝子系統解析の結果から
はPα"omaとBracﾉりﾌα"o'fpaはそれぞれ単系統であっ
て，少なくとも青森県産の雌短迩となる個体は明らか
にPα"oﾉpo火sの系統に入り，かつこれはスカシシリ
アゲモドキとは種レベルで明らかに異なっていること
が示唆されている（大貝，未発表)。
雌短迩の､種"は従来，長野県と青森県のみから報告
されていた｡長野県では仙丈岳を中心とする赤石山脈
八ヶ岳，甲武信岳，木曽山脈飛騨山脈の徳本峠など
1600m以上の亜高山帯ないし高山帯で確認されてい
る（岩崎，1987)。一方，青森県では600～1500mとか
なり低地まで降りてきている（市田・中村，1991)。
長野・青森間の広大な空白を埋める報告は皆無である
ため，それぞれが孤立した集団であるのかどうか，ま
た同一のタクサとすべきなのかどうかも現状では明ら
かではない。
富山県における雌短迩の''種''の分布は立山の雄山周
辺に限られ，長野県に点在する既知産地のものと連続
性を有する集団であると思われる。前種の記録と比較
すると標高1900m台の弥陀ヶ原では前種のみが分布し，
2500m前後の室堂平と東一の越ではいずれもⅧ両種川が
共存していた。より標高の高い地点では雌短迩の'！種“
のみの分布域が現れる可能性があるが未確認である。
八ケ岳における岩崎の観察によると標高1600～1790m
の地点で''両種"が共存し，それより標高が上がると雌
短迩のⅧ種mのみが認められたという（岩崎，1987)。
立山町立山室堂乗越一奥大日，l早，22-VII-l972
（水野）
立山町立山東一の越，2早早，7－VⅡ1-1987（根来）
立山町立山東一の越，2早早，7－VIII-l987（根来）
立山町立山室堂平，13，4－VIⅡ-1998（根来）
立山町立山室堂平，l早，24-VII-2000（根来）
富山県産長趨日昆虫
ⅢBittacidae
前2科に比べ肢が発達して細長く頭部は小さい。後
肢の第一附節は発達特化してカマキリ類の前歴節のよ
うに小昆虫を捕らえるのに適する。生殖にかかわる興
味深い行動が多く報告されているが本稿では割愛する。
五大陸とオーストラリアなど世界に広く分布し，南堆
アメリカ・オーストラリア･アフリカでは多様な属分
化が認められる。ユーラシアにはB/"αc"sl属のみか
分布するとされ，そのうち10種が日本から記録されて
いる。富山県では次の3種が確認された。
クロヒメガガンボモドキB/"αc"srakaoe"”Miyake
(図2-19）
腹部が黒いことで富山県に産する他種との区別は容
易。しかし以下に記すように分類上の疑問がある。
現在では東京近郊でハイキングのメッカとなってい
る高尾山で採集された2頭の雌標本に基づき三宅
(1913）は本種を記載した。そしてこの時から，この
種群にまつわるすべての謎は始まった。1932年発行の
日本昆虫図鑑で一色は「本．四・九山地に普通」である
とし，多くのガガンボモドキで同定の決め手となるは
ずの雄の上付器について「不整形」としか記していな
い。しかも，雄腹部末端の拡大図は現在クロヒメガガ
ンボモドキとされている種のそれと一致するとは思え
ない。続く1950年，全面改訂された日本昆虫図鑑でも
一色は雄の上付器後縁の突起について「変異多く」と
述べており，2型が示された雄腹部末端の拡大図のう
ち附図（2）は別種ヒラアシヒメガガンボモドキ
β師qaIs”rsα"sMiyamotoと考えられ，附図（l）も
クロヒメガガンボモドキのものではない。1984年になっ
て宮本は前記のヒラアシヒメガガンボモドキを福岡と
熊本から，サイグサヒメガガンボモドキβ"/αc"s
sajg"s“Miyamotoを烏取からそれぞれ新種記載した。
同時に現在クロヒメガガンボモドキとされている種に
ついて雄腹端部の構造を始めて図示して，長く封印さ
れていた謎は解明されたかに思えた。
その後，宮本は四国と九州をクロヒメガガンボモド
キの分布域から除外し，その産地として新たに東北・
関東。山梨・新潟・長野を指定した（宮本，1994)。
ところが，原記載地である高尾山とその周辺諸県では
本種の追加記録が全くないのである。県単位で長迩目
相が比較的よくまとめられている埼玉（牧林，1998）・
神奈川（脇1996）・千葉（山崎1999）ではのきな
みアウトで疑問記録さえない。愛知県（岡田，1990）
にも記録はない。わずかに栃木県で，群馬・新潟との
県境に近い日光市と栗山村から報告されたもの（中村
105
2000）が筆者の確認できた唯一の関東からの記録であっ
た。栃木以外の本種の分布地としては青森（市田・中
村，1991）・新潟（宮本，1979；大貝，未発表）・長
野（岩崎l982a，鈴木，1995）・富山（田中，1979；
大貝，本稿）・石川（大貝，未発表）までが確実であ
ると思われる。福島（三田村、1998）・福井（長田
1985）。京都（大石，1991）にも記録はあるが確認を
要する。このように日本海側の北日本では広く分布す
るのに対して，太平洋側の地域では青森以外には全く
分布が確認できていない。90年も昔とは言え，はたし
て本当に東京の高雄山に本種が生息していたのであろ
うか。
そこで気になるのは栃木県の茨城県境に近い黒羽町
で同じ種群に属するとみなされる特異な未記載種が採
集されていることである（中村，2000)。あるいは，
この未記載種こそが真のクロヒメガガンボモドキなの
ではあるまいかと疑問は強くなる。各地の博物館に収
蔵されている古い標本を含めて，高尾山周辺で採集さ
れたガガンボモドキ類標本の徹底的な見直しが必要で
あろう。その結果，もし三宅の記載した種が現在クロ
ヒメガガンボモドキとされているものとは別種という
ことが確定的になれば，B/"αc"s”kaoe"sjsの学名は
その種に帰属させなければならない。一方，
raAaoe"sjsのシノニムとされているものに長野県軽井
沢町熊ノ平で得られた雌標本に基づき記載された
Bj"αc"spo/e""c“･Navds（Navas，1913）があり，こ
れが今クロヒメガガンボモドキと呼ばれているものの
学名として復活する可能性も考えられる。
なお，本種と同じ種群に含まれるとみられる複数の
未記載種が西日本を中心に分布することが加納らによ
り示唆されている（1995)。さらに彼等は新潟県南部
や長野県北部の個体をクロヒメガガンボモドキとはBlj
の未記載種とみなしている。富山県で得られた標本も
それと類似してより特化した特徴を示し石川県のもの
ではさらに相違が顕著となるが，雄後附節の特徴はど
の産地のものでも宮本の図（1984）と良く一致してい
る。本種雄の上付器構造にはトポクラインが見られる
ことが予想されるので，その僅少な差違のみに準拠し
て種を分割することは避けたい。
朝日町相又谷，l早，2－VⅡ-1977（田中）
朝日町越道峠一北又，1ケl早，2－VII-l977（田中）
宇奈月町，l早，3－V1-1973（田中）
宇奈月町大原台，l早，3－V1-1949（田中）
黒部市鋲ケ岳，1ケ，ll-VI-l989（田中）
魚津市松倉，l早，7－V1-1971（田中）
魚津市片貝別又谷，lc7，8－V1-1982（根来）
大貝秀雄
上市町
立山町
立山町
大山町
大山町
大山町
大山町
大山町
高岡市
利賀村
上平村
大岩，l早，lO-V-l998（大貝）
称名滝付近，lJ2早，25-V1-1961（田中）
称名桂谷出合，13，3－V1-1961（田中）
祐延，l早，28-VⅡ-1980（田中）
極楽坂，l早，30-V-1998（大貝）
極楽坂，l早，4－V1-2000（大貝）
極楽坂，3早早，l7-VI-2000（大貝）
本宮，3JJ5早早，29-V-1999（大貝）
五十里一三方峰峠l早，28-V-1974（田中＞
水無平，l早，19-VⅡ-1988（根来）
桂，lc72早早，l3-VI-l976（田中）
トガリバガガンボモドキB加αc"s脚“""/〃Navas（図
2-20）
日本産のガガンボモドキ属では，しばしば単独の雌
が偶発的に採集される。しかるに本種を含む多くの種
は雌のみでは確実な同定をおこなうのが困難である。
加えて本州には本種と類似の未記載種が少なくとも2
種あり（大貝，未発表)，古い記録を参照する場合は
慎重にならねばならない。現在，本種が確実に分布す
ることを示すデー タがあるのは原記載地の栃木(Navds，
1913；中村，2000）のほか新潟（大貝，未発表）・長
野（岩崎，l995b）・石川（大貝，未発表）・神奈脹
(脇1996）の各県である。富山県内でも田中による
記録が知られていたがデータの信頼性に関して必ずし
も高い評価を受けていなかったと思われる。
幸にも『富山県の昆虫」に収録されたガガンボモド
キ属の標本は大部分が田中コレクション中に良好に保
存されていた。結論から言うと本種と同定されていた
と思われる14個体の（別項で後述するB・〃”o"IC"S
のラベルつき標本も『富山県の昆虫」では本種とし
てリストされている）標本のうち3J32早早は次種の
キアシガガンボモドキであった。残り7早早と腹部欠
損のため性別不明の2個体とは100％確実とは断言でき
ないものの本種と考えられた。一方、雄の本種標本も
一例のみではあるが根来の採集品中に確認することが
できた。
両種の雄の識別は容易である。生殖節上付器の背面
が平圧され両側に指状突起をもつのが本種，上付器か
平圧されず突起もないのがキアシガガンボモドキであ
る。雌の区別に便利なマーカーとなるのは通の横脈で
ある。R2+3とR4の間には通常2本の横脈があるが，
基部側の横脈がR4-R5分岐付近から出るのが本種，R4
R5分|肢よりもはるか外側から出るのがキアシガガン
ボモドキである。雄でも同様である。一部に中間的な
個体も見られるが，他の特徴（鈴木，安藤，1987）と
1()6
組み合わせれば同定はほぼ可能である。この判別法は
新潟･長野･石川．および富山の各県で採集された両種
の特に雄の標本を比較して導かれたものなので，少な
くとも富山県内の材料に対しては有効と思われる。
富山県で本種が確認されている標高は約500～110(）
mの範囲である。隣県では新潟県蓮華温泉の1500m
(大貝，未発表)，石川県白山の1480m（大貝，未発表)，
長野県八千穂高原の1700m（岩崎，1995)，同しらび
平の1650m（大貝，未発表）などの高地で本種がしば
しば観察されていることから考えて，富山県での本種
の垂直分布は低標高側にシフトしていると言えそうで
ある。
宇奈月町僧ケ岳登山路500，，1早，2－VIII-l948（田
中）
上市町馬場島，l早，26-IX-l996（根来）
立山町材木坂，l早，10-VⅡ1-1941（田中）
立山町ブナ平，3早早2sp，ll-l3-VIII-l949（田中）
大山町立山カルデラ内温泉跡，lc7，4－IX-l992
（根来）
八尾町白木峰（約1000)，2早早，18-VⅡ1-1973（田中？
キアシガガンボモドキB耐αc"s／αevjpesNavAs（図2‐
21）【新分布】
本州と九州の広い範囲に分布すると言われている種
である。四国の山地にはよく似た別種（または別亜種）
がいる。本州西部には分布の空白があると思われ，以
東の集団と九州のものとの同一性についても検討の余
地がある。NavAsの原記載では産地は「Nipponmoyen」
とあり，フランス語で日本中央部の意味かと思われる
が詳細は不明（NavAs，1909)。
『富山県の昆虫』に本種は収録されていない。そ
の中でトガリバガガンボモドキとして記録されていた
ものの中に本種が混入していたことは，両種の鑑別法
とともに前種の解説中で述べた。富山県での本種の垂
直分布は450～950mの範囲で確認されており，トガリ
バガガンボモドキのそれに比較して微妙に低標高側に
シフトしている。
立山町美女平，l早，26-VⅡ-1998（大貝）
大山町極楽坂，2早早，23-VIII-l998（大貝）
大山町極楽坂，l33早早，l8-VII-l999（大貝）
大山町極楽坂，3c?31早，21-VⅡ1-1999（大貝）
大山町極楽坂，2早早，5－IX-l999（大貝）
大山町極楽坂，lc7，l5-VII-2000（大貝）
大山町極楽坂，l早，27-VIⅡ-2000（大貝）
利賀村13，27－VⅡ-1951（田中）
利賀村，lc7l早，l2-VIII-l976（田中）
富I｣｣県産長題目昆虫
八尾町大長谷，131早，26-VII-l977（田中）
Ⅳ『富山県の昆虫』から抹消される種
ベッコウシリアゲPα"omq〃z(giMacLachlan
ヤマトシリアゲのシノニム（Ogai，1999）であり，
年二化の地域で第二世代として7～10月に出現する。
一般に第一化のものより小型で，体が黄褐色となり通
も黄色を帯びるほか，迩斑にも一定の特徴が認められ
る。従って，このタイプの個体には原型と区別してf
"z/gIの型名を与えるのが妥当と思われる。『富山県の
昆虫』でベッコウシリアゲとして記録されていたもの
のうち田中コレクション中に該当標本が確認されたも
のはすべてヤマトシリアゲであった。それ以外の標本
未確認の記録もおそらくヤマトシリアゲの〃"g/型で
あったものと思われる。
キバネシリアケ．Pα"o加aoc〃raceope""耐Miyake
ノ”o"jcaグルー プの高地性種。『富山県の昆虫』で
は田中により本種の産地として6地点が挙げられてい
る。それらのうち，黒部峡谷黒薙13，上平村桂13な
らびに立山悪城付近l早の各記録に該当すると見られ
る標本が田中コレクション中に現存する。しかしなが
ら，これらの3個体はいずれもヤマトシリアゲの二化
型である〃"gjであることが判明した。f〃"gj型で
は通が黄褐色に着色する傾向が強く，この特徴がキノミ
ネシリアゲであるとの誤認の一因であったかと思われ
る。また「阿別当（利賀村）13，12－VIⅡ-1976（田中)皇
の記録も採集日が〃"gj型の出現期と合致することな
らびに採集地の標高（500～600mと推定）がキバネシ
リアゲが生息するには低すぎると思えることから、こ
れも同様にヤマトシリアゲ〃zｨgi型であったのではな
いかと疑われる。『富山の昆虫』に示されている残り曾
例は文献記録である。立山一の谷と立山弥陀ヶ原での
記録であるが，一の谷は詳細不明。弥陀ヶ原の記録は
大塚（1936,1938）である。大塚のこれらの記録には
他にも問題が多く，他地域で記録したものが混入した
ものであったとの可能性が指摘されている（水野
1979）ため記録としての信頼度は低い。さらに，この
一帯はその後，田中･根来および筆者により繰り返し
調査されているにもかかわらず追加記録がないことか
ら，本種は弥陀ヶ原にも分布していないと判断して良
いと思われる。
一方，隣県での記録を見ると，
長野県；菅平（鈴木･安藤，1987)。八千穂高原・御座
山・余地峠（岩崎，l995a）
新潟県；【北越】鳴海山・黒川（宮本，1979）
l()嘗曾〆
【中越】奥只見･三国山（宮本，1979)，三国峠・
逆巻（宮本，1982）
【南越】黒沢岳（宮本，1979)，燕温泉（宮本，
1982）
岐阜県；濁河温泉（大貝，未発表）
石川県；尾口・岩間（富樫，1998）
以上のように富山を囲む各県で，比較的高標高の産
地が知られている。今後，富山県でも新潟･長野との
県境域等で真のキバネシリアゲが記録される可能性は
否定できない。
ツマグロシリアゲPα"oゅα／ew城MacLachlan
既に記した通り，富山県での過去の記録はすべてノヱ
バツマグロシリアゲに訂正すべきものであると考えら
れるので本種の記録は抹消される。
本種は，子供向けのものも含む多くの昆虫図鑑に図
示・解説されており，普通種であるかのような扱いを
受けている。しかし実際には図lに示す通りに分布に
限られており個体数も多くない。岩崎（1995a）によ
れば1000m～2200mの範囲に棲息するとされている。
筆者も他県では1600～1800mの高標高地で主としてク
マザサの葉上にて観察している。
ニッコウホシシリアゲPα"oやα/e"copだ『αUhler
ホシシリアゲとともにrake"o"cﾙ〃グループを構成
する代表種で，雄はホシシリアゲと同様に腹部背面に
長突起を持つ。本種と非常に近縁な別種ハクサンホシ
シリアゲPα"oゅakagα"'o"rα"αMiyamotoは宮本によ
り白山の雄（Miyamoto，1978）と谷川岳の雌（宮本，
1979）が記載されている。ハクサンホシシリアゲは日
本海沿いの山地に限局して生息し，それ以外の北関東
から中部地方にかけての脊梁山地にはニヅコウホシシ
リアゲが分布すると考えられてきたが，前者の分布は
もっと広いとの異論が唱えられている（田畑1996)。
したがって富山県にはニッコウホシシリアゲよりもむ
しろハクサンホシシリアゲが分布する可能性の方が高
いと思われる。
富山県における本種の記録は『富山県の昆虫』に宗
用された弥陀ヶ原における大塚の古い記録のみである。
キバネシリアゲの項でも触れたように，弥陀ヶ原での
大塚の記録には疑念がもたれている。更に，その後の
追加記録がないこと，ならびに富山県はむしろハクサ
ンホシシリアゲの分布圏に入る可能性が高いことから，
本種を富山県産の長迩目リストから削除する。
なお，本種の学名には再検討の必要がある。
大貝秀雄
ホソオビトゲシリアゲPα"o"α〃αv“jlssiki
シバカワトゲシリアゲの項で解説したように〃αvα邸
はα'αkavaeのシノニムとされている。一方，かつて
"αv“jとされたものの一部は独立種と認められて
Pα"oやα〃,"αkeje"αMiyamotoと命名された。しかし
その和名には〃αv“jに与えられていたのと|司じﾎｿ
ｵビﾄグｼﾘｱグが採用された(宮本･阿部1989)
ため誤解を生みやすく注意を要する。脚"αkeje"αは東
北地方特産種で富山県には分布しないことから，田中
がホソオビトゲシリアゲ＝Pα"･ゅα〃αv“jとしたも
のはシバ力ワトゲシリアゲの迩斑が退縮した型のもの
であったと考えられる。実際，田中コレクション中に
は迩斑退縮型arakavae標本が複数含まれており，筆
者の採集品にも同様のものがある（図2-15)。
ヤマトガガンボモドキ（ガガンボモドキ）Bi"αc"s
"j"po"ic"sNavas
本種の確実な産地は神奈川･埼玉･長野と限定されて
おり，本州西部と四国に広く分布するイッシキガガン
ボモドキBj"αc“／”た〃Miyamotoならびに九州のカ
ゴシマガガンボモドキβ姉αc"skag“"?αe"”Issikiと
ともにlグループを形成するものとみなされている。
これらの種は雄では後腿節に刺毛叢を有することで他
の種群から明瞭に区別され，またそれぞれ生殖節の構
造に特徴があるので確実に同定することができる。し
かし雌は特徴に乏しくトガリバガガンボモドキやキア
シガガンボモドキとの識別さえ必ずしも容易ではない。
隣接する長野県では小梅町でヤマトガガンボモドキ，
より富山に近い上田市でイッシキガガンボモドキが記
録されている（岩崎，l995b）ことから，富山県でも
これらの種が分布する可能性は否定できない。ただ，
広域分布種であるイッシキガガンボモドキの方が富山
県から発見される可能性は高いと思われる。
『富山県の昆虫」に収録された唯一の記録（富山市
星井町）に相当する標本は田中コレクション中に存在
しなかった。その採集地は現在では完全に市街地と化
しているため正体を確認することはもはや不可能であ
る。ところがそれとは別に次のような種名ラベルの付
いた標本が田中コレクションから見出された。
「ガガンボモドキβ加αc"s〃”o"jc"sNavas；東砺．
利賀村，27-VⅡ-195l田中忠次採集」
この標本は雄で保存状態も比較的良好であった。そ
して残念ながら検討の結果，ヤマトガガンボモドキで
はなくキアシガガンボモドキであることが明らかになっ
た。このことは星井町の記録も同様にキアシガガンボ
モドキがヤマトガガンボモドキと誤同定されていたも
10隻
のだったのではないかと推定する間接的な証拠となる。
以上のように本種の富山県での分布を支持するに十
分な根拠が欠けること，ならびに富山から今後もし本
種のグループに属する個体が新たに発見されるとすれ
ばヤマトガガンボモドキではなく，より広域に分布す
るイッシキガガンボモドキである可能性が高いと予想
されることから，富山県には本種は分布していないも
のと判断する。
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図2-1ホソマダラシリアゲPanoﾉpamu/"灼Sc/a"a
MiyakeJ大山町極楽坂31-V-1998（大貝）
図2-2ミヤケシリアゲPanoﾉpafsunekafanjslssik：
J大山町極楽坂16-V-1999（大貝）
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図2-4オオハサミシリアゲPano巾ab/comufaMacLachla譲
早朝日町恵振山一朝日岳夕日原
26-V''-1953（田中）
図2－3プライアシリアゲPanoﾉPap〃e〃MacLachlan
ざ'朝日町大平24-V'-1981（田中）
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図2－5オオハサミシリアゲPanoﾉpab/co")L"aMac-
Lachlan早宇奈月町僧ケ岳28－V''-1977（田中；
図2-6オオハサミシリアゲPaﾉ7oﾉpabﾉco"7ufaMac-
Lachlan早立山町弥陀ケ原9－V'’'-1986（田中｝
図2－8ヤマトシリアゲPaﾉ7oﾉpaノapoﾉ7/caThunbergf･
ノapo､/caJ朝日町三峰18-V'-1987（田中）
図2-7ホシシリアゲPanoﾉPafakenouc/)ﾉﾉMiyake写
大山町極楽坂23-V'’'-1998（大貝）
llC
富山県産長迩目昆虫
??》?》
篭 鞠螺慰霊鍵…
職溌斗
灘1.1
鳶韓議溌
図2-10マルバネシリアゲPanoﾉpanﾉpponens/sMiyake
J宇奈月町南越谷一餓鬼田28-V''-1971（田中》
図2-9ヤマトシリアゲPanomaノapo､/caThunbergf．
kﾙg/J大山町極楽坂23-V'’'-1998（大貝）
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図2－12ババツマグロシリアゲPanoﾉpababa/Miyamot展
ケ僧ケ岳5－V'’'-1980（田中）
図2-11ミスジシリアゲPanoﾉpaｶzonataMiyakeケ
大山町有峰16-V''-1972（田中）
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図2-14シバカワトゲシリアゲPanoﾉpaa砲kavaeMiyake
（シバカワ型）早八尾町白木峰26-V'-1977（田中〉
図2-13キシタトゲシリアゲPanoﾉpa伽v/caLﾉda"a
MiyakeJ大山町桧峠付近23-V-1980（根来〉
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図2-16スカシシリアゲモドキPanoﾉpodespa砲doxa
MacLachlanf・decorafa早大山町本宮29-V-1999
（大貝）
図2－15シバカワトゲシリアゲPanorpaaﾉakavaeMiyakE
（ホソオビ型）J大山町有峰31-V-1998（大貝）
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図2-17スカシシリアゲモドキPanoﾉPodesparadoxa
MacLachlanf･decoﾉafa早大山町本宮29-V-1999
（大貝）
図2-18Panoﾉpodessp･早立山町立山室堂平24-V''一
2000（根来）
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図2-19クロヒメガガンボモドキB/〃acusfakaoensﾉs
Miyakecr1大山町本宮29-V-1999（大貝）
図2-20トガリバガガンボモドキB"崎cusmasi"〃Navaこ
げ'大山町立山カルデラ内温泉跡4－lX-1992（根来》
図2-21キアシガガンボモドキB/"acus/aev巾esNavAsJ大
山町極楽坂21-V'’'-1999（大貝）
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